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古 墳 時 代 後 期 の 小 札 甲 に み る 地 域 性
－縅孔２列５個型小札の導入の様相－































































































































































































































































































































































































































出土古墳 分類 出土古墳 分類
金鈴塚古墳 A,B 将軍山古墳 A
法皇塚古墳 B 割地山古墳 A
龍角寺111号墳 A,B 益子天王塚古墳 A,B,AB併用
禅昌寺山古墳 A,B,AB併用 大須二子塚古墳 A
城山１号墳 B 今城塚古墳 A
日天月天塚古墳 A,B 富木車塚古墳 A





















































































































































































































































第６図　１: 大田市教育委員会 2000、２: 筆者作成、３: 岡本 1997、
４: 初村 2011a、５: 横須賀 1998、６: 小見川 1978、７: 千
葉県史料研究財団 2002、８�９: 内山 2004、10: 小林�熊
野 1976、11: 神谷 1988、12: 初村 2018 より引用
第７図　国土地理院基盤地図をもとに筆者作成
第８～ 10 図　筆者作成
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